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平成 22 年３月期 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成 21 年９月 28 日に公表した平成 22年３月期（平成 21 年４月１日～平成 22年３月 31日）の通期連結

業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 22 年３月期 連結業績予想数値の修正 

(1) 通期連結業績予想（平成 21 年４月１日～平成 22年３月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
1 株 当 た り 

当 期純利益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ ) 
百万円 

20,000 

百万円 

2,370 

百万円 

2,120 

百万円 

300 

円 銭 

15.59 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ ) 23,000 2,600 2,180 330 17.15 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 3,000 230 60 30 1.56 

増 減 率 （ ％ ） 15.0 9.7 2.8 10.0 10.0 

（ご参考）前期実績 
（平成 21 年 3 月期） 22,981 1,318 1,184 358 18.63 

 
 

２．修正の理由 

第３四半期までの連結売上高は、企業の設備投資は未だ回復の傾向を見せずマイナス影響がありますが、

自動車部品事業は、新製品が計画を上回る高水準の受注であること、日本のエコカー減税や世界各国の経済

政策による新車販売台数の増加や、環境・エコ・燃費への関心の高まりにより自動車メーカー各社のＣＶＴ

（無段変速機）採用拡大を追い風に当第３四半期も好調な売上となっております。 

この状況を踏まえ、通期の連結業績は、売上高は自動車部品事業の売上増により増加する見通しです。営

業利益は収益性の改革を図る WPR™ 活動を引き続き推進し前回予想を上回る見込みです。経常利益およ

び当期純利益は為替差損等の影響により営業利益に比べ増加額が少なくなっております。 

今後さらにWPR™ 活動を中心として収益性の改革を図って参ります。 
 

注）この資料に記載しております売上高及び利益の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものです。従

いまして、予想に内在する不確定要因や今後の業務運営における状況変化等により、実際の売上高及び利益は当該予想

と異なる結果になる可能性があります。 

以上 

 

WPR は、2008 年に日本電産（株）の永守重信が自身の独自の経営手法に付した名称です。 

WPR™ は、日本電産（株）の日本国における商標です。 

WPR © 日本電産（株） 永守重信 2008 年 

 
 


